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 薩南海域における41年前半の海況並びに漁況の概要

漁業部

 I海一洋観測実施状況

 海・洋観測実施状況は下表のとおりである。

 定線は次回のとおりで漁海況予報毒薬、定線魚群調査及ぴトビウォ調査による。
海洋観測一覧表

 Fi一喜一1調査'J徒.触回

凡例

漁海況調査

定線魚群調査

 トビウオ調査



 皿薩南海域の海況の概要

 (1～月別概況
2月

 薩南海域の表面水温は黒潮

 流域近くの臥蛇.亀から屋I久島

 の海域では21～22℃で前

 月より/～ミ℃上昇し屋久鳥

 北部では平一年より2「C前後高

 い。沿岸域では全域的に前月

 より下降しており北宇華～南寄…

 海域r〔≡は15～18℃で1～

 2℃.、大11男東部1;工域ではI7
 ～1?Cで1C夫よ前月より

 低くなつ.'こ、

 j又貢仁4F同二男との比一重麦で`よ…表

 層、50〃層とも宇治群島か

 ら北藤海=責にかけての一部で

 1℃前後低目であった他は高

 日の所.1・{多い。

 大体長・低温期を過ぎたも三亡  うであ■。

 Fi-2・表雨水温分布(41年2月上旬)

 ミ月

 黒湖勢力の影響を:三'三く受け

 る呈火7告.高力上三=□ノ.島て三・は2三

 ・24℃て[1年年同報より3℃

 高目となつて;旨つ平年の4月

 上旬並.の水温となった。
 しかし、沖合一域。水温上昇

 は顕一害であるが沿!.≠域は。;言そ

 く、特に大隅半.害j東部沿岸で
 は16～「プCとなっている

 Fi県3  表面水温分布(・ユ/年3月上旬)



4月

 黒潮流域では23℃台て

 3月と大差ない赤大隅海峡

 イ⊃工草上亘≡圧海r〔}ま1～2'C{氏

 くなっている。

 平年よりノ)・なり低温であ

 った40年4月に比べると

 各海区とも2℃前後商目で

 ある回

Fig4  表面水温分・布(41年4月上句)

 ⊃月

 前月より1～2℃内外界

 渦し本流域近くの臥蛇島一、

 [i之.許近1,享では24～25

 ℃とたった。

 薩南、大隅の各沿岸域では

 19℃台、屋久鳥北部海域

 ■は22川23℃を示;し、

 昨年.同期に比べると大隅沿

 一崖域で1℃内外高目の外は

 1℃前後低目のところが多

 い。

 黒潮本流域近くでは平年

 並かや1高目、沿岸域では

 平年並かや』低目である。

 Fig表面水温・2桁(41年5月上句、



6一電

 黒潮流域は前月よりや』北

 上し種子鳥、屋久島にゃL接

 近しているよ弓である。

 睦南沿岸域、大隅海峡附近

 では5月中旬より1℃内外高

 くなっている。

 屋久鳥北部海域や薩南沿岸

 域では大体平・年並・甑.畠を申

 .心とした北陸海域では若干低

 目に経過している。

 Fig`表面水温分布(41年6月上旬)

7月

 全域にわたって例年より低

 '同'である回昨年同期に比べる

 と屋久島西方で1川3℃、大

 隅海峡で2～3℃、甑海峡て`

 一2℃、宇治・.一軍垣近海で2℃

 夫々低くなっている。

 たお草垣鳥周辺の中、

 には発達した冷水塊が見られ

 ている。

 Fig7表面水温分布(41年7月上句)



8月

 梅雨明けの7月中旬に入り表面

 水温に急激に上昇しており8月上

 旬に一は沿岸域を除き29℃台を示

 し種子島東海域、黒.畠近海てば
 30℃を越している目

 昨年同期に比べると大隅東部～種
 子島東沖では3℃以上、緬～草垣

 方面で2℃程度高くなっており今

 夏の最高温を示している。

Fig8 表面水温分布(41年8月上句)

9月

 9月上旬に入り表面水温は沖合

 沿岸とも28℃台の一様た水帯に

 お』われ8月上旬に比べて1～2

 ℃低くなった。

 昨年同期に比べると沿岸域では

 1～2℃の高目て沖合域では咋年

 並である。

 Fig9・表面水温分布(41年g月上旬)



 (22～9月の海況の・特徴

 ④2月以降各海区とも一部沿岸一域を除き例年よりやL高目に経過し、3月
 に入って沖合域の水温上昇は顕著であるが沿岸域は遅く特に大隅東部は低

 目である。

 ◎40年4月は例年より伽なり低目であったが今年4月は各海区とも2～
 4℃高く(40年4月より)平年よりや㌧一高目であった。」

 ◎5,6月とも黒潮流域は平年より1～2℃高目に経過しており7月は中
 旬に入ってから上昇が著しかった。但し、薩摩半島南岸一帯、甑近海、大
 隅海峡では依然として低目である。

 θ8月上旬は今夏の最高一温を示し、唖子島東では30℃以上の水帯に覆わ
 れ例年になく高温てIあつた。

 ㊥以上のよ弓な経過を辿り降温期は例年に比べ若干おくれるのではたいか
 と思わ一れたがρ月上旬には8月より賃温が襯利されている。(40年は9

 月上句、39年は9月下句から降温に向っている)

 2～9月を通じて水温は沖合域て高目・沿岸域で低目であった。

 孤漁況の概要

 (1)サパー本釣

 第1表鹿児島、阿久根港に於ける水揚状況(40.41年1川8月)

       年月風児島       隻屯芸く芸1[1㌔、1       40年1月1n.4

       コ47176.2鶉       L

       `14ミ5190

       一/■一一・■149358.0.、ヰ羊       '

       8ろ.6一一'一一一一3050.ε;

       1ナ;ミを1.13ア2
       一       パし61一一一一一一■■I一一25.22076099======'==i二=,一_32.1■一∵・二25.2

       _・」・{十、28132-1.1
       一1170130…1上1・⊥_・1・9/241.7       /84.51。±」_5392       354,764・;1÷什       一I

       7112203581.3

       835一49126.3

       計3721.01ろ.0189561エ

月1鹿児島 阿久根言十 1。、1

(2旋網

 昭和39～41年の1～8月に於ける漁港別水揚状況は第2表∩どおりで

 41年は40年の凡そ1.3管に達しているが1隻当り漁獲量は40年、



 10.5屯、41年10.9I毛と大差はない。(三港合計)
 阿久根港・てはマアジ、サパが40,41・年とも主体て41年はカタクチイワ
 シ、マイワシが若干増加し、ウルメイワシはや』減少している。

 串木野港ではサパが増加しマアジが減少してい老。
 又枕崎港ではサバが増加しマアジ、ムロアジは減少している。

 宇治・群島、硫黄、島近海では中、小サパ主体で各月とも漁獲の中心を占めてお
 り、阿久根方面では小アジが主体であった。

 第2表旋網による漁港別魚種別水揚量(41年1川8月)単位屯

           軍サノ{亭           ㌣マアジ1“60401.0
           十           39

           名1、石ト、、、。←Tト、。           阿久・根・・→8・〔L・9、ll』1;;
           1.2401.5ヨ6.0/.0896

           41第3ろ.023.41.78.420.37116.110C
           238805.270ア

           39第45.94o
           192521.3442           串木野40第4アコ40           一299461.81.355

           41第2n.259
           3.738           ÷58ろ4210/o           枕39            49

           .404

           3フ1

           .6ア2

           56

           .846

           8ヨn

           35

           .117

           51.

 6)ヨコワ曳縄第3表・枕崎港に於けるヨコワ水揚量
I■'

 11;1≒賞÷140年;十1;1隻一ト羊1
 丁“11月,1…]三]

 1。。。1一一。るつ1計6月;l1+;lll



大口養.魚場業務概況(10月分)

大口養魚場

 /、概況

 10月になり水温も下降糠をたどり、冷水魚の通水温帯に入り=ジマスの活

 !動、成長ともに活濃化している。
 アユは飼育を終了したが、今年は稚魚の放義時期を例年より遅く.し、しかも

 極く示型種苗(平均29程度)であった㌧め成長が著しく遅れ成績は不良であ
 った。

 アユ種苗については早期の健会なものが有利であるが、種苗が不安定であるた
 め人工採苗の問題について早急に取り組む時期になっている口

 2、飼育概要

 3、給餌の概要

        ,処分内訳

        10月1日推定飼育数10月の推定飼育数10月末日飼育推定数        魚種名販売数死点供試魚不明減耗
        稚マス60975041.0502メ10100尾566.190
        食用及候補912.318045.91,046.4此g

        親マス侯補2.405尾2.一05■一■一一1
        期マス4124/2

        稚コ.イ22ア9702022ア950

        〃1.0001.000

        親コ.イ188/88

        アユ・一9/60.9915316.g

        給餌の概要

        餌料名魚種名艀化稚マス食用及候補親マス稚.コ`イ一親コ.イア・ユ

        マス用κ3525.5■        "〃41.23593.5121.0659

        〃彷.5949287518

        マス用二粉末828233

        小.麦粉3ア

        コイーκ312224

        ビタミンmix1.59

        ロメシンソーダ1.2



 10月の平均水温(用水路)

 月の最高 10月8日 175℃

 月の.最低 10月31日 12.4℃



定置観測(10月分)

養殖部

 旬別平均水温・比重(満潮時、一表面)

 水温℃  重δ15

句11本 年

!上 2『.82

 」口1・・…
一1己2

一0.32

十02

'十1.14

+0.68

1+0ヨ7

年

5.56

 ÷斗讐
 一0.パ!i26.14

前句差

 十0.3ア

十0.54

+0.41

 十00ア1

目1一
口湖差

十0.32

一0.30

-0.口1

十0.09

平年差

十0.60

十0.57

+0.70

十戸

水温

 21～25℃の範囲で変動し、上句に・や」低めを示したが、中旬以降はほf

 平年並みの水温を保つだ。月平均水温は23.1℃で、前月平均より3-4℃降下・

 前年同期とは0.6℃一高目を示し、平年水温より0-4℃低めてあった。
 比。重

 25～27の範囲で変動し、安定した高かんが続いた。月平均比重は26.1

 で、前月より1.1高め、前年1同期とは大差なく、平年値より0.7高めてあった。

 10月の水温・比重

水温

比重



擦傷観測速報(10月分)

養殖部

 I旬別平均水温

       水成川福山]       1月評測吐最上低昔月支同等、斗等5早最`1」
       上24.^024.0024.7124.95

       中24.U022.9424.0622.182・{.7624.61.

       下2ろ.102i.8522.7521.6五23.602ろ.42

       月平均25.8922.932ろ.8022.口124.4724.30

       前月差一2.89一2.5章一2,50       前年差十0.65…1;∵量一1。十〇.48十2.37
 ○水温は各地とも前月の26～27℃台から22～24℃台に下り、その差

 を2～3℃以上に示して急激な下降をし始め、殊に湾奥の福山では前月から

 .急、降下をたどっている。

 ○里村の10月平均水温は22・93～23・89℃を示し・前月に年して最高
 最低ともに3℃低くなっている。

 前年同期と比較すると、約0.6℃と僅かに高くなっているが大きな差はな

 ○水成川については、'前月最高最低の水温観測が出来なかったので、前月と

 の比較では1/10鰍泉温計の為測値と今月の最高値とを比較した。すなわ
 ち前月から3.5℃低くなっている。前年同期と比較すると最高て0.4℃高く
 最低て約n.7℃低くなっている。

 ○福山の平均水温は24.30～2J.4ア℃て最高〕最低の温度差は他の地.購こ

 比して少ない。前月よりも2.5℃程低く、また、昨年同期に比して最南で
 0.5℃、最低で2.4℃程度いずれも高くなっている目

 ○長崎海洋気象台10月下旬の海況旬報によると・薩南・九州近海の坪潮流
 域は平年よりもや㌧高目になりました。海況の季節変化は平年より遅れ、水

 温の変化は緩慢ですが、次第に回復する見込みとのことである。

 ■漁況

 /、里村

 総漁獲量は4,650比gで、魚種別には瀬.魚が3,210切で全体の.τ9完、

 イセエビが505切で11案、キビナゴ'450切で9名、などが主なもので

 ある。一なお、瀬魚の水揚げしかなかった前月よりも約12,000んgの滅獲と

 なり、昨年同期よりも2,360切の減獲になっている。魚種別には瀬魚が

 3,000切、ヒラマサが約500切、イセエビが190切のい'ずれも減獲と
 なっている目

一11一



           句易!上中下

           無理有獅日数妊出漁一総数漁獲量有為日数延出漁船数漁獲量有為日数延出漁船数漁獲量漁獲量計
           瀬魚.8589ア0'984115057247353.210

           イセェピ5482202?0285505

           キビ.ナゴ11450450

           ヒラマサ46902q50十150290
           サワラ1210358595

           フカ11ア0ア0

           ハタ151515

           ミ力fカ/一11515

           計14ア11.085161411.7ア519591.7904.650

 2、水成川

 総漁獲量.はア340佃で、.魚種別にはハガツオが2,933佃で全体の40系、

 サバが2,425佃で33男、瀬魚がア8ア畑で10第、その他の.魚が1,090

 佃で15弟となっている。

 前月に比して・総漁寒最で約ろ・000佃増雄一しており・魚種別にはハガッォ
 が系勺1.20n佃、サパが彩]350的、瀬魚が700切といずれも増獲している。

 また、昨年同期に比べると総漁獲量で約4,200切の増獲となっている。

           旬別上中下

           .魚種有潰日数延出直11船数漁獲量有撫日数延出操船数満獲量有幾日数船数'漁獲掻.漁獲量計
           ハカ.ツオ3■葉4919一1.80ろ.610一880.12932ε

           サパフ一.690.24一50n.55234.22,424.9

           頼'.魚5一515.14271.8786.9

           イセエと1212.1553.6ろ5.ア

           キハタI1一25.825.8

           」・クイ11J.41一.4

           その他ア一35n.69・ろ6ア511371.6.089ア

           計一18一?302』コ34一3,266.131.ア72.1713。川.2

12一



 柔支垂蕪斉」オルガフイノレム]ヨの7;ミミドロ

 に対する駆除効果について

大口雀.魚場小山鉄雄

 /、はしがき

 養魚油特にIコイ仔養成池では緑藻・類のアミミドロ(Spyro則ra町drod一

 ユCtyOn)が著しく繁殖し悪.影・轡を及ぼすことが多い。これの対策としては消

 板的にアミミドロをすくいあげる方・法が行なわれているがその効果は期待でき

 ない。

 ことに蕎魚油で稚魚を飼育している場合は硫酸銅等・の薬剤を使用することは比

 較的危険を伴うため実用に供することが困難て・ちることから文献を調べた結果

 昭和36年茨木県霞ケ浦北浦水産事務所て・は各種工場で吸着生1一担を利用した1令

 却水の藻類、バクテリヤ等の除去に使用]されている薬剤の弓Iら、魚類に対する
 毒性が比較的弱く藻類とくに緑魂類に対する竜一性が強いとされている第四7ン

 そニウム化合物の一種て・あるオ〃カ'フイルムBを用いて除藻効果のあったこと

 が報告されている。しかし、その後この薬剤の使用例を聞かないので追試験の

 形て効果を調べたので・その結果を簡単に報告する。

 2、撃産試.験場大口養魚場

 3、,べI訟月日昭和41年8月8日～12日

 4...大口養魚場産平均体重一1.58のコイ仔

 供試アミミドロは大口養.魚場の地より採集。

 5、試.験結一果

 ㈲実.験室内の場合

 養魚池て実際に蛛用する前に各種濃度による予備実験を行なった。

 なお、同時に硫酸銅及び食塩についても検討してみた。結果は第1.2表の

 とおりである。

第1表

     薬斉11名濃.変水温コイ任の状態アミミドロの性状備考

     6時間後に2尾死亡、24時間後6時問後には細胞が縮水30∫

     .毛1尾、48時間後に5尾死亡し・少しはじめ結葡部分がコイ千子15尾

     オ月功'7イ〃ムB22.5℃た。死点はヒレ特に尾ヒ1ノが自く分離し始め、24時間アミミドロ309
     ～収縮し、中には口も白変している経.過後はアミミドロのairat8

     20PPm2ア5ごの濃度は半数が死亡することか三彩はなくなり底部に沈を行r

     らかなりの.影響があり実用できな下している。

     い。水色は白濁する。

     2時間後1尾死亡、24時間茂0、1・～3時間後に耶碗分水304
     オハ功`7イルムB48時間後に3尾死亡、いずれも離一し始め24時間後に     は完全に分離'ビているアミミドロ309     〃

     10pPm尾部が自変している。他のコイ圧水色は溶解したアミミコイ仔30尾
     は全く異状カ=く游いでいる。ドロでうす白くな肴。aira.t旬を行r

一13一



     24川48時間経.過しても死亡は4睦間后には収縮、分水30∫
     オルカ.フィー"ムB℃22.5認められないが1尾が少し弱って離がはじまり24時間アミミドロ309

     川いる。后には殆んど溶解して]イ仔乙0尾

     5口1コm一'2ア5℃72時間后も死点はなかった。水色は黄色となってしairate
     る。を行r

     24時間以内に1尾死亡薬害によ24時間后約6割位は

     カレガフイルムBるものか不明、他に異状はみられ分離収縮しているが他

     〃ない。は収、縮のみで分離が完〃
     3PPm全でない。48時間后

     ほ【分離した。

第2表

     薬品名濃度一水温コイ任の状.態アミミドロの性状備一考

     硫酸銅℃22515分頃から死にはじめ1時間以2』時間后7ミミドロ水304
     内に金魚が死亡。の分離ぽ認められないアミミドロ309

     ～

     'r     100ppm2ア5)が、色は青色に変り体コイ仔H[…
     が扁平になっている。aira}を行・'

     硫酸銅30分頃から死にはしめ3時間后
     〃     10PPmに完全に死亡。同上∴・一

     241時間后死魚1・他に異状は認24時間后かなりの紬水5～

     食塩水められない。胞収縮.がみられる。アミミドロ1=19
     〃体も扁平になり白色化コイ仔5尾

     n.5名している。airateなし

     ]イ仔を入れてわずか数分で金魚アミミドロに対する効

     オ。〃fフイルムDがキリキリ舞いして死亡。果はオ〃ガフイ〃ムB
     〃,

     オルガフイルムBに比較して魚毒と変りない。〃
     10PPm性が強いものと考えられる。
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 アミミドロの検鏡結I果は次のとおり手ある。

 A,11二  一.甫・形  B{…才ルカ.フイルム  10pP皿24h

 C、硫酸銅  /01⊃1〕m24h  D、食塩水  0.5琵24h一

 策1図24時間後のアミミドロの性状

 対照実.験同時に実施したが期間中異常は認められなかった。一

 ω羅外池における場合

 実験に使用した池はアミミドロの発生量の多い池を選んだ。結果は次のとお

 りである。



項目

1,試験地面積

 2コイ仔尾数

 3、アミミドロの状態

4.水温

 ら.オルカフイ.〃ムB
 の予震度

 6.オルカ.フイ,「レムB

 の注入法

要

 1ろ.5〃デ、水深40.伽、コンクリート3面張り

100尾

 池は産卵池で長く水を貯水していた』め池一面にア

 ミミド課が発生し、表面にも一画に浮いている状況

 で底部のものは若く表面の4)のは老化している。

 24～2J.5℃

 5ppmとした。

 第1回目は薬剤を希釈して池の3～4ヶ所にそのま
 ㌧注入した。

 第2回目は希釈して庄.人後池フ大を農1・エんじた。。

 第1固目は注入法力=愚かつ,ヒためかそ1デ部`ザハーみが

 白色になっただけで全体的には枯渇しなかつ1一ヒ。

 第2回目は半月位して注入後池水を撹はんしたとこ

 ろ24時間後には徐々に分離をはじめ、43時間後

 には大部分が沈下して除去することができて]イ年

 には何らの影響を受けなかった。

裏

 6、要約

 同殺揮剤(オ〃ガフイルムB)はアミミドロに対して著しい除藻効果のある

 ことがわかった口

 1イ〕実験室内でコイ好一には害を与えないで除藻効果のある濃度を隷討したとこ

 ろ3…5pPmの恒をみた。

 φ)硫酸銅及び食塩ては実用化できる値が得られなかった。

 ̀⇒同系統のオルカ'フイルムDではコイ缶に影響三プあり実用できない。

 け)養.(魚油(13.5フ戸)て実験したところ3～5pPmで、]イ仔には影響なく

 アミミドロを消滅できた自侭し欠き.な池での撒布等については今后検討して
 みたい。

 「参考」アミミドロに対する薬剤にはこのオ〃ガブイルムの他に最近シザカー
 ドと言う薬剤が著効を示すことが翻しられている。

 一16一・



奄美短信

 奄美大、島の11月、・残酷な程までに照り揮いだ猛烈な酷・署の日にも時を刻み続
 けた秒が分となり、分が時間となり、時閉が日となり、日が月となつて立冬が過

 ぎ、大島にもつるぺ落しの陽が来て、その空は青く澄み空気は爽やかである。

 この夏には史上最大と言われた猛烈た台風が宮古.島、石垣島を襲い、数個の台

 風が日本本土に上陸、或いは静岡、山梨両県で亭集中豪雨に見舞われ・北の北海
 道では三年続きの低温による冷害等々、天災或いは人災による被害の大きかった
 中で、こ」大島では台風進路の中にありながら直接、台風の大きい影響を受・ける

 ことなく稔りの秋を迎えたのである。このよ『に、母のよ『にやさしい日本の自

 然に恵まれると人々の生活は穏やがて平和であるが、苦し、宮古島台風のようなI

 自然の怒りに直接触れたとすればその中で同じように恐怖におののき、絶望のド・

 ン底に陥ち入ったかも知れない。自然の中に没入し、忍従することが日本的生活

 の仕方であると一書われるが、自然と共に生活する中でそのカを上手健利用しそれ

 を改造することが必要なのではないだろうか。大.島海峡は大小の多くの湾に恵ま

 れ、台風常襲地にあっては自然の怒りに対して非常に恵まれた海域である。そこ

 に目を付けてか、近年は大小の真珠養殖業者の進出が著しい。むろん恵まれた自

 然を生かし、未利用の海面を開発することは当然やらねはならないことてある。

 しかし、開発、利用の名の下に大した計画性のないま㌧、たム1自分だけの目先の

 利益のためにそれを実行し続けるとすれば、何時かは切魚の恵まれた自然を破壊

 し、結局自然とのた』かいに敗れるかも知れない。水産にあっても科学技術を信

 頼し、自然の怒り、やさしさ、もろさを素直に認める本当の勇気が必粟てあろ。

 そrであるなら巨然をより高度に利用でき、よりよく保護することもできるであ

 ろ吊し、一数多い漁船の遭難事故も少しは減るように思われる。

 立冬が過ぎ、時折肌寒さを感ずる時にも、相変らす深'、紅めハイビスカスが咲き

 続け、穏やかな湾はコパ〃ト色を呈し、時々雑木林からセミの鳴き声Iがとkく、

 そんな晩秋?の時である。

 (I・`カサゴ.記)



業務概況

本場

養殖部

‡

 ノリ養殖指導

 11月1日～2日出水市漁協

11一月1.4日牛根漁協
(一担当者新村巖)一一一

 ノリ養殖試.験

 ①品種別化校

 /0月2ア日に野外人工採苗したもの及びその後冷凍網に処一した6品種
 のノリについて比較試験中。

 ②遮光比較

 同i二く10月27日に野外人工採苗した谷山産の品種で、寒冷紗(#100

 弁314)による遮光区と・対照区の3区分について試験。
(担当者新村巌,椎原久幸)

 アワビ種苗化試験一

 ,11月7日～9日親貝採捕運搬(飯1島)
 1/月18日～人工受精、幼生飼育中

(担当者山口昭宣)

 ラヵメ養殖指導

 東町、鹿児島市、谷山市について種糸の検鏡、種糸の沖田し養殖指導。

(担当者瀬戸口勇)

 フ.ヲンクトン査定

 鹿児島湾内真珠漁場観測の一項として採集フ'ヲンクトンの査定。

(担当者瀬戸口勇)

 フジツボ調査

 11月1日、2日、15日福山地先

 11月4日、18日章ケ水地先(担当者前田耕作)

 。塵二望

‡

 脱力胃法に関する試険
 前月実施した脱脂サパ節を更に人工カピ付することにより製品への脱脂効

 果とカビ着生状況調査のための試験を継続実施申である。

(担当者藤田無,是枝登,黒木克宣)

観光土産品開発試験

 指宿、霧島地区を対象とした地場資源活用の土産品開発のためコイ.こく、

 コイ、マス頼製、焼干サバを試作。

(担当者藤田薫,木下耕之進;外)
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*漁民祭関係業務

 11月14目～17日までの間第3画漁民祭、水産物展示、審査、即売業・

 務に従事した}品点数107点“品番片、2名。
(担当者製造部全員)

*指定工場巡回指導

北藤地区(担当者別府義輝,石神次男)

 南薩地区(〃是枝登,黒木克宣)

 癌ア蔀1
 人工餌料(固型)によるハマチ養成試験

 41年5月中旬から実施して来たハマチ養成試験は12月1日の定期魚体

 測定をもって今年度の一試験は終了した。当初モジヤコ109のものが約200

 日後に1尾一平均1.3009(最大1.8509)に成長、試験,結=果については資I料取

 縄め次第報告す.ろ予定。(担当者調査部全員)
 ハマチの健康診断

 11月8,9日の2日間にわたり垂水市牛根養魚場において多数のハマチ

 衰弱魚が続出しているので血液性状、こr素活性度、消化率測定による調査

 を実施。(担当者上田忠男,弟子丸修)

第2回澱粉工場廃液調査

 肝付川系の澱粉工場は最盛期を迎えたので生物怖走(コイ、ウナギ)並び

 に水質、底質調査を行なった。現在資料取纈め中。

 (担当者上田忠男,弟・子丸修)

 .屋Σ国
*照南丸

10月26日上条

 11月1・7日～24日満海況海洋観測(担当者川上市正)

*かもめ

 11月12日かもめ分場より帰港

 1/月24日㌻底刺網漁苧試残(担当者岩倉栄)

大.高分場

費
 *10月26日緒方主事(本場)来所。

 *11月2薗職員組合大島文部長(一春田健=氏)来所。

 ‡11月8日マヘ協会臨時総会(於漁協)
 ホ11月10日かもめ丸鹿児島帰.港
 ‡11月16日大島支庁河野主事来所。
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漁業係
 ムロ魚群漁場調査及ぴ小型まき網一試験操業。

 10月11日～11月12日まで大島本.副会沿岸域の魚群調査及ぴ漁場調

 査を実施。焼内湾入口、加計昌麻島南岸、東岸の小湊沖合に濃群を認1わた。

 漁場調査は新漁場開発として東岸の嘉穂沖、住用湾を実施し、漁場として有

 望のようである。

 小型旋網試残操業は加計呂麻島南岸、焼内湾入口で実施、酉同室沖合でム

 ロの漁獲をなした。

 本年度から善業した古仁屋根拠の小型旋網は11月中旬から加計呂麻,島南

 岸で連日ムロの好舳をなし、大島沿岸域での同漁業の発展が期待される。

製造係
 *ムロ加工試験.
 *ウ=液利用化一試簑

 ‡カビ付試験(11月14日開始)

養殖係
 ‡餌料生物培養試験

 §大口養魚場

*薩摩町営養魚場運営委員会出席

 10月3日町の依頼により出席。主に食用コ.イの販路について種々検討

 がなされ現況の説明等を行い助言した.(出席者水流実,竹下一正)

*川内市養魚講習会出席

 内水面漁協と養殖組合の共催で依頼された次のことについて講習指導を行

 なった。(1)技術面からみたコイ種苗生産について

 (2)急病の問題について(出府者小山鉄雄)

 *アユ.価格調査

 ・食用アユの価格変動について人吉市て調査を行なった。

 (担当者水流実・下野信一)

 *ニジマス河川放流中問調査

 8月3日高尾野川のタ`ム上流に放流したマスの中間調査一を20日町の協

 力を得て行なった。今回は漁獲はみなかったが棲息については確認できた。

(担当者水流実,小山鉄雄,児島史郎)

*養鰻巡回研修

 10月25,26日東大平野助教授が枕崎、山川、指宿の養饅場の巡回

 研修指導に同行。(担当者水流実)

 *地域振興対策事業打合せ会出席

 池田湖、饅池の地域振興について。(出席者水流実,小山鉄雄)
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